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放送されてから24時間以内の内容が聞け
ます。
通話料無料のフリーダイヤルです。

■問い合わせ　総務課特別対策室
　　　　　　　℡ ４８９‐５９１２

防災行政無線電話対応システム
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大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な

い
と
い
う
主
旨
と
、
こ
の
時
期
に

多
い
台
風
・
集
中
豪
雨
等
へ
の
心

構
え
を
含
め
て
、９
月
１
日
は「
防

災
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
は
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ

フ
の
地
震
の
長
期
評
価
で
は
、
Ｍ

８
～
９
ク
ラ
ス
の
規
模
の
地
震
が

30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は

70
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
発
生
や
雨
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
災
害
時
に
適
切
な
行
動

を
と
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
が
大
切
で
す
。「
防
災
の
日
」

を
機
会
に
、
万
が
一
に
備
え
て
私

た
ち
に
で
き
る
事
を
、
家
族
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◇
住
宅
の
耐
震
化

地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
住

ま
い
の
耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

耐
震
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

◇
家
具
の
固
定

地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
な
ど

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
万
全
に

 

第
２
分
団
（
動
木
地
区
）
健　
闘
!!

第
25
回 

和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

７
月
27
日
（
日
）
に
田
辺
市
立

大
塔
中
学
校
に
お
い
て
、
第
25
回

和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
第
２
分

団
（
動
木
地
区
）
が
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
士
気
の

高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
な
ど
を

目
的
に
、
２
年
に
１
度
開
か
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
町
長
、
団
長
や
第
２

分
団
員
ら
関
係
者
が
見
守
る
中
、

出
場
14
団
体
中
、
13
番
目
に
競
技

を
行
い
、
規
律
あ
る
操
法
と
す
ば

ら
し
い
タ
イ
ム
で
、
こ
れ
ま
で
約

３
ヶ
月
に
及
ぶ
猛
訓
練
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
惜

し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、

会
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
は
、
丈
六
英

和
氏
、
神
谷　

勉
氏
、
北
畑
善
寛

氏
、
丈
六
孝
也
氏
、
藤
々
木
雅
哉

氏
、
小
中
秀
斗
氏
の
方
々
で
す
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

支
援
の
２
分
団
の
皆
さ
ん
、
暑
い

中
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

で
、
大
け
が
を
し
た
り
、
迅
速
な

避
難
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、

家
具
の
固
定
を
は
じ
め
と
し
た
室

内
の
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

台風に備えよう―台風シーズン到来―
台風が来る前に

☆台風情報を注意深く聴きましょう。
☆窓や雨戸はしっかりとカギを掛けて、必要
ならば外から板を打ち付けて補強しましょう。
☆懐中電灯、携帯ラジオ、衣類、非常食など
をまとめてリュックサックに入れて、すぐ
に持ち出せるようにしておきましょう。
☆避難場所として指定されている所を確認し
ましょう。【防災マニュアルを参照ください。
（平成 19 年４月に配布済）】
　なお、町ホームペー
ジの防災情報で、町内
における気象情報や最
新防災情報、防災マニ
ュアルがご覧いただけ
ます。

地　震　
安全対策１０ヶ条
１ まずは身の安全を！
２ すばやく火の始末
３ 戸を開けて出口の確保
４ 火が出たらすぐ消火
５ あわてて外に飛び出さない
６ 狭い路地・ブロック塀には近づかない
７ 協力し合って応急救護
８ 山崩れ、がけ崩れ

に注意
９ 避難は徒歩で
10 正しい情報を聞く

紀 美 野 町
消 防 団

競技開始
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ブ
は
、
日
本
４
強
と
い
わ
れ
る
実

業
団
チ
ー
ム
に
は
か
な
わ
な
か
っ

た
も
の
の
、
ベ
ス
ト
８
に
入
り
ま

し
た
。

閉
会
式
で
寺
本
町
長
が
「
夢
と

感
動
が
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
よ

り
一
層
の
準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
皆
様
郷
土
の
代
表

と
し
て
、
ま
た
、
こ
の
紀
美
野
町

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。」
と
歓
送

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
18
日
（
金
）
に
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
選
手
関
係
者
ら
約

４
０
０
人
が
出
席
し
て
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
に
向
け

て
和
歌
山
県
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん

の
応
援
が
チ
ー
ム
の
力
と
な
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

来
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

７
月
19
日（
土
）か
ら
23
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
た
２
０
１
４
年
度
全

日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
（
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
）
に
お
い
て
、
箕

島
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
（
男
子
）
が

準
優
勝
、
和
歌
山
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ

ブ
（
女
子
）
が
ベ
ス
ト
８
と
大
健

闘
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
来
年
開
か
れ
る

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
の
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

し
て
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
男
子
26
チ
ー
ム
、
女

子
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
紀
美
野

町
と
日
高
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
男
子
の

決
勝
戦
を
含
め
20
試
合
（
男
子
14

試
合
、
女
子
６
試
合
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

男
子
の
箕
島
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
の
坂

本
博
紀
選
手
・
田
中
健
太
選
手（
県

教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
）
と
小
澤
浩

平
選
手（
紀
美
野
町
国
体
推
進
課
）

ら
が
、
強
豪
チ
ー
ム
に
競
り
勝
ち

決
勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
が
、
宿

敵
名
古
屋
フ
ラ
ー
テ
ル
に
１
‐
２

で
惜
敗
し
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。女

子
の
和
歌
山
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
は
選
手
や
来
場
者
に
飲

み
物
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

男子決勝戦（箕島クラブと名古屋フラーテル〈愛知県〉）

女子準決勝（コカ ･コーラウエスト　レッドスパークス〈広島県〉と
グラクソ・スミスクライン orange United〈栃木県〉）

準優勝の箕島ホッケークラブのメンバー

開催地賞の授与を行う寺本町長

ホッケー競技のリハーサル大会で

　和歌山県チームが大健闘 ! !
全日本社会人ホッケー　

選手権大会
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８
月
６
日
、
か
じ
か
荘
下
の
貴

志
川
で
貴
志
川
漁
業
協
同
組
合（

竹
内　

隆
組
合
長
）主
催
の
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
大
会
が
開
か
れ
、

町
内
４
保
育
所
の
年
長
児（
42
人
）

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
い
て
い
ま

す
！
ま
た
、
涼
し
い
日
の
後
に
突

然
気
温
が
高
く
な
っ
た
り
、
湿
度

の
高
く
な
る
日
が
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
。

《
熱
中
症
の
予
防
法
》

◎
こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
の
補
給

を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
上

手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
風
通
し
の
良
い
涼
し
い
服
装
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

◎
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ま
め
に
体
温
測
定
を
し
ま

し
ょ
う
。（
特
に
高
齢
者
、
子

ど
も
な
ど
）

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か

け
た
ら
】

☆
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

（
エ
ア
コ
ン
の
効
い
て
い
る
室

内
、
風
通
し
の
良
い
日
陰
）

こ
れ
は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た

ち
に
鮎
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
和
歌
山
県
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
の
協
力
を
得
て
毎
年

開
い
て
い
る
も
の
で
、
川
に
張
ら

れ
た
網
の
中
に
は
体
長
約
15
㌢
の

鮎
約
５
０
０
匹
が
放
さ
れ
ま
し

た
。竹

内
組
合
長
と
寺
本
町
長
か
ら

「
思
い
っ
き
り
ア
ユ
を
つ
か
ん
で

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
園
児
た
ち

は
一
斉
に
川
に
入
り
、
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
鮎
を
追
い
か
け
て
い
ま

し
た
。
は
じ
め
は
素
早
い
鮎
の
動

き
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
だ

ん
だ
ん
慣
れ
て
素
手
で
つ
か
ん
で

い
ま
し
た
。「
は
じ
め
て
ア
ユ
を

つ
か
ん
だ
」、「
10
匹
も
つ
か
め
て

楽
し
か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ

れ
た
鮎
の
塩
焼
き
を
み
ん
な
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

☆
衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷

や
す
（
特
に
首
の
回
り
・
脇
の

下
・
足
の
付
け
根
）

☆
水
分
・
塩
分
・
経
口
補
水
液
※

な
ど
を
補
給
す
る

（
※
水
に
食
塩
と
ブ
ド
ウ
糖
を

溶
か
し
た
も
の
）

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識

が
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
！

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
に

大
は
し
ゃ
ぎ
!!

町
内
の
園
児
た
ち

国保野上厚生総合病院だより　 　　 　　 （医師紹介⑳）

整形外科、リハビリテーション科　医長　松
まつ

本
もと

　卓
たく

二
じ

平成 26 年７月から、国保野上厚生総合病
院の整形外科、リハビリテーション科にお世
話になっております松本卓二です。

当院に赴任するまでは、和歌山医大整形外
科、救急救命センタ－、橋本市民病院、和歌
山労災病院にて勤務しておりました。整形外
科における専門は、頚椎や腰椎の脊椎疾患と
高齢者骨折治療であり、特に脊椎圧迫骨折、腰部脊柱管狭窄症、大腿骨頚
部骨折については、多数症例を経験しており、専門性を生かすことができ
る環境であると期待しています。手術も骨折の手術に加え、腰部脊柱管狭
窄症などの脊椎の手術も当院で行うことができるように環境を整えるとと
もに、高齢者における栄養介入にも興味があり、積極的に取り組んでいき
たいと考えています。

当院においても、様々な部署との関わり合いを大切にし、地域医療とい
う特性を生かし、患者様の安全を守るためにチーム医療を推進していきた
いと考えています。

熱中症に
注意しましょう！

秋口にも
　注意が必要です

アユをつかまえて大はしゃぎの園児たち
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負

担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険

財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

（
通
話
無
料
）

【
発
行
元
】

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
に

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
体
の
中
か
ら
排

除
し
た
り
、
数
を
減
ら
す
、
活
動

を
抑
え
る
な
ど
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療

法
や
肝
機
能
を
改
善
し
て
肝
炎
の

悪
化
、
進
展
を
予
防
す
る
肝
庇
護

療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
、
ウ

イ
ル
ス
量
、
病
気
の
進
展
度
な
ど

で
治
療
薬
の
選
択
が
変
わ
り
ま

す
。
専
門
医
ま
た
は
主
治
医
と
よ

く
相
談
し
て
治
療
方
針
を
決
め
ま

し
ょ
う
。		



左
記
の
治
療
法
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。		


■
対
象
と
な
る
医
療

Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
根
治
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

Ｂ
型
肝
炎
に
対
す
る
核
酸
ア
ナ

ロ
グ
製
剤
治
療
（
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
る
医
療
が
対
象
と
な
り

ま
す
。）

■
助
成
を
受
け
る
方
法

左
記
の
書
類
を
添
え
て
保
健
所

に
申
請
。

・
肝
炎
治
療
受
給
者
証
交
付
申
請

書
・
肝
炎
治
療
受
給
者
証
の
交
付
申

請
に
係
る
診
断
書

・
対
象
者
の
方
の
世
帯
全
員
に
つ

い
て
記
載
の
あ
る
住
民
票
（
住

民
票
謄
本
）

・
対
象
者
の
方
と
同
一
世
帯
と

な
っ
て
い
る
方
全
員
の
町
民
税

課
税
年
額
（
所
得
割
）
の
証
明

書
・
対
象
者
の
方
の
被
保
険
者
証
等

の
写
し

県
で
審
査
を
行
い
、
認
定
さ
れ

た
方
に
「
肝
炎
治
療
受
給
者
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
受
給
者
証

に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
で
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

世
帯
の
町
民
税
（
所
得
割
）

課
税
年
額
が
２
３
５
，０
０
０
円

未
満
の
方
は
１
万
円

世
帯
の
町
民
税
（
所
得
割
）

課
税
年
額
が
２
３
５
，０
０
０
円

以
上
の
方
は
２
万
円

■
申
請
窓
口

海
南
保
健
所
（
住
所　

海
南
市

大
野
中
９
３
９
）　

■
問
い
合
わ
せ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
庁　

健
康
推
進
課

　

℡
４
４
１
‐
２
６
４
２

海
南
保
健
所

　

℡
４
８
２
‐
０
６
０
０

 全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施します！
　

日　　時　　平成２６年９月８日（月）～１２日（金） 
　　　　　　８時 30 分～ 19 時
　　　　　　平成２６年９月１３日（土）・１４日（日）
　　　　　　10 時～ 17 時
電話番号　　０５７０- ００３- １１０
　　　　　　（全国共通ダイヤル）

◎　高齢者や障害者に関する人権についてお気軽にご相
　　談ください。
◎　相談は無料で，秘密は厳守されます。
◎　法務局の職員又は人権擁護委員が相談に応じます。

■問い合わせ　和歌山地方法務局人権擁護課内
　　　　　　　和歌山県人権擁護委員連合会
　　　　　　　☎　（０７３）４２２－５１３１

９月１日～９月３０日までは　　　　
　　　　　「健康増進普及月間」です

　
１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ

～健康寿命を延ばしましょう～
健康寿命を延ばすため「運動」「食生活」「禁煙」など

一人ひとりができることを取り組んでいきましょう。
★毎日１０分の運動を★

たとえば、通勤時。苦しくならない程度のはや歩き。
それは立派な運動になります。１日１０分間の運動習
慣で健康寿命を延ばしましょう。
★１日プラス７０ｇの野菜を★

日本人は１日２８０ｇの野菜を摂っています。１日
にあと＋７０ｇの野菜を食べること、朝食をしっかり
食べることで健康寿命を延ばしましょう。
★禁煙を★

たばこを吸うことは健康を損なうだけでなく、肌の
美しさや若々しさを失うことに繋がります。たばこを
やめて健康寿命を延ばしましょう。

( スマートライフプロジェクト
　　　　　 http://www.smartlife.go.jp/　より抜粋 )
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：9 月　8 日（月）・２2 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：9 月　2 日（火）・１6 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：9 月　3 日（水）・１7 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：9 月 10 日（水）・２４日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　9 月　9 日（火）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（ボール遊び）
○カンガルー　　9 月２4 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月曜日〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 9 月　8 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 9 月 22 日（月）は栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 9 月 11 日・25 日（第 2・第 4 木曜日）（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 9 月 11 日（木）は栄養士による栄養相談
　　　　　　　　　　 9 月 25 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】支援センターでは、随時行っています。
　　　　　町内保育所でも相談を来所、電話などで行っています。
　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）

9 月　8 日（月）　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分
9 月 22 日（月）　　　　　　　（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせ
します。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

9 月 10 日（水）　　　9 時〜
9 月 24 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

9 月　8 日（月）　　10 時 30 分〜 11 時 30 分9 月 22 日（月）
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（9月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：毎週水曜日　３日、10日、17日、24日
■時間：９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

保健センターだより

　フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
■日時：10月５日（日）
　　　　８時30分～10時
■場所：総合福祉センター３階

※フッ素塗布の対象
・平成22年４月２日から平成24年10月31日生
まれの子ども
・平成14年４月２日から平成22年４月１日生
まれのフッ素洗口を行っていない子ども　
フッ素には歯の質を強くする効果がありま
す。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受け
ていただけます。
皆さんぜひお越しください。

献血のお知らせ
　９月 11 日（木）
　○ 10 時～ 12 時

　　　　役場美里支所
　○ 13 時３０分

　　　～１６時３０分
　役場本庁

※その日の健康状態や服薬等
により、献血できない場
合があります。
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

介
護
予
防
実
践
レ
ポ
ー
ト

No.5

脳
の
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
「
認
知
症
」
を
防
ぐ
に
は
、
日
頃

か
ら
脳
を
健
や
か
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
て
き
た
」
「
今
の
と
こ
ろ
物
忘
れ
は
な
い
が

認
知
症
予
防
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
」
「
周
囲
に
認
知
症
の
方
が
い
ま

す
が
、
ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん
、
左
記
の

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

①
脳
の
健
康
度
検
査
（
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
）

認
知
症
に
な
る
と
低
下
し
が
ち
な
脳
の
５
つ
の
機
能
（
記
憶
力
、

注
意
分
割
力
、
計
画
力
な
ど
）
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
た
課
題
を
指
定
の
用
紙
に
各
自
記
入
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
得
意
な
と
こ
ろ
、
不
得
意
な
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、
予
防
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
受
講
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

③
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

内
容
は
、
医
師
の
講
義
、
認
知
機
能
の
検
査
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、

個
人
活
動
（
脳
ト
レ
ド
リ
ル
等
）
な
ど
で
す
。
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
２
週
間
に
１
回
、
３
ヶ
月
の
教
室

で
す
。
過
去
に
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
も
終
了
後
、
自
主
グ
ル
ー
プ

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
27
年
１
月
よ
り
、
自
然
体
験
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実

施
予
定
で
す
。

　
　
　

◎
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
９
月
か

ら
始
ま
る
介
護
予
防
講
座
で
実
施
し
ま
す
。
日
程
、
場
所
等
詳
細
は

回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

9 月   2 日（火）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

9 月 17 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

紀
美
野
町
で
は
、
８ハ

チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

・

９キ
ュ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

運
動
（
80
歳
・
90
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
残
そ
う
！
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
達
成
者
は
“
健
康
で
長
生

き
”
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
方
々
が
増
え
る
と
紀
美
野
町

は
よ
り
一
層
元
気
な
町
に
な
り
ま

す
ね
。

そ
こ
で
、
左
記
に
該
当
す
る
方

を
歯
科
優
良
者
と
し
て
表
彰
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
歯
に
自
信
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
対 

象 

者
》

紀
美
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
①
か
②
に
該
当
す
る
方

①
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
残
っ
て
い
る
方

（
８
０
２
０
で
表
彰
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）

②
90
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
残
っ
て
い
る
方

（
９
０
２
０
で
表
彰
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
８
０
２
０
で
表
彰
さ

れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
す
）

《
申
し
込
み
》　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
保
健

福
祉
課
ま
で
電
話
に
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
表
彰
審
査
の
た
め
、
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ご

了
承
く
だ
さ
い
。

歯
に
自
信
の

あ
る
方
募
集

毎
年

９
月
24
日
～
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
も
国
内
で
年
間
２
万
人

以
上
が
発
症
し
て
い
る
現
在
の
病

気
で
す
。

初
期
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま

す
が
、２
週
間
以
上
せ
き
や
た
ん
、

微
熱
が
続
い
た
ら
早
め
に
医
療
機

関
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

結
核
予
防
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.jatahq.org/
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日本年金機構からのお知らせ
離婚時の年金分割について

離婚後２年以内に請求手続きをお願いします

●「離婚分割」とは 
離婚等をした際に厚生年金の保険料納付記録を当事者
間で分割することができる制度で平成１９年４月１日か
ら実施された「合意分割制度」と、平成２０年４月１日か
ら実施された「３号分割制度」があります。
 
●「合意分割制度」とは 
お二人からの請求により婚姻期間中の厚生年金の保険
料納付記録（標準報酬）を分割できる制度です。離婚当事
者は、分割することと、その按分割合※¹について合意し
た上で、年金事務所に厚生年金の分割請求手続きを行い
ます。請求にあたっては以下の条件すべてに該当するこ
とが必要となります。
・平成19年4月1日以後に離婚、または事実婚関係を解消
している 
・お二人の合意や裁判手続きにより年金分割の割合を定
めている 
・請求期限（離婚をした日の翌日から２年）を経過して
いない 

※¹按分割合とは、離婚する当事者それぞれの標準報
酬総額の合計額のうち、分割を受けることによっ
て増額となる側の分割後の持分となる割合を示し
たものです。 

●「３号分割制度」とは 
国民年金第３号被保険者※²であった方からの請求に

より、相手方の保険料納付記録を２分の１ずつ分割でき
る制度です。請求にあたっては以下の条件すべてに該当
することが必要となります。 
・平成20年5月1日以後に離婚、または事実婚関係を解消
している 

・平成20年4月1日以後に、お二人の一方に国民年金第３
号被保険者期間がある 

・請求期限（離婚をした日の翌日から２年）を経過して
いない
※²国民年金第３号被保険者とは、厚生年金保険の被
保険者または共済組合の組合員の被扶養配偶者
で、２０歳以上６０歳未満の人をいいます。 

お手続き等をご希望される方へ
詳しくはお近くの年金事務所、街角の年金相談センタ

ーへお問い合わせいただきますようお願いします。また
日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp)も
併せてご覧下さい。
和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際

し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場

本
庁
（
企
画
管
財
課
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）
～

19
日
（
金
）
17
時
15
分
（
必
着
）

◎
福
井
第
３
団
地
（
新
築
）　

　

８
戸
（
紀
美
野
町
福
井
１
１
１

１
番
地
30
他
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
１
、洋
室
２
、

水
洗
ト
イ
レ
）

■
入
居
資
格

⑴
単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額

が
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　
（
裁
量
世
帯
に
つ
い
て
は

２
１
４
，
０
０
０
円
以
下
）

⑶
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
。

⑷
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力

が
あ
る
こ
と
。

⑹
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
業
務
内
容　

避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
作
成
・
訪
問
業
務

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
を
使
用
し
ま
す
。

■
賃
金　

日
額
８
，
５
０
０
円　

社
会
保
険
加
入
（
昇
給
、
賞
与

及
び
退
職
金
：
無
）

■
勤
務
場
所　

保
健
福
祉
課
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
条
件　

保
健
師
、看
護
師
、

準
看
護
師
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
10
月
～

平
成
27
年
３
月
（
更
新
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て　

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
昼
休

憩
１
時
間
あ
り
）

■
休
日　

毎
週
土
、
日
曜
日
・
国

民
の
休
日

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

９
月
下
旬

■
試
験
場
所　

役
場
本
庁

■
申
込
方
法
及
び
締
切

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
１
通
と

資
格
免
許
の
写
し
を
持
参
の

上
、
９
月
17
日
（
水
）
ま
で
に

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
（
郵
送
可
、
９
月
17
日
必
着
）

■
申
込
先

　

保
健
福
祉
課
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
‐

４

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

　
（
受
付
は
月
～
金
曜
日
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

団
員
で
な
い
こ
と
。

■
随
時
募
集
（
先
着
順
で
受
け
付

け
致
し
ま
す
）

◎
毛
原
宮
団
地
（
平
成
６
年
建
）

２
戸
（
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
入
居
資
格

上
記
⑴
～
⑹
に
該
当
す
る
こ

と
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課　

公
営
住
宅
係　

℡ 
４
８
９
‐
５
９
１
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集
に

つ
い
て
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※
団
体
催
し
コ
ー

ナ
ー
に
出
店
を

希
望
さ
れ
る
団
体
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
10
月
に
回
覧
い
た
し

ま
す
。）

※
厚
生
病
院
～
文
化
セ
ン
タ
ー
間

に
送
迎
バ
ス
を
御
用
意
し
ま
す

の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

℡
４
８
９
‐
５
９
０
１

い
。」
た
め
に
、
不
審
な
人
や
車
、

荷
物
な
ど
、「
あ
や
し
い
な
。
お

か
し
い
な
。」
と
思
っ
た
ら
、
ど

ん
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在

所
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
南
警
察
署

℡
０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

紀
美
野
町
農
林
商
工
振
興
の
た

め
、
各
種
団
体
の
育
成
強
化
を
図

り
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
共

に
食
の
安
全
を
追
求
し
、
町
民
相

互
研
鑽
の
場
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く

り
、
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

　

11
月
23
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時

（
※
９
時
～
セ
レ
モ
ニ
ー
、
９

時
30
分
～
販
売
開
始
で
す
。）

■
場　

所  

紀
美
野
町
文
化
セ
ン

タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

■
主　

催　

紀
美
野
町
農
林
商
工

ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
催　

事

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

・
農
産
物
展
示
品
評
会
及
び
公
開

予
約
入
札

・
参
画
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
餅
投
げ

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
是
非
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

※
農
産
物
展
示
品
評
会
に
出
展
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
詳
細
は
11
月
に
回
覧
い
た
し

ま
す
。）

日
本
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組

織
か
ら
、
テ
ロ
の
標
的
と
し
て
名

指
し
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
テ
ロ
の

脅
威
と
は
決
し
て
無
縁
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
私
た
ち
の
町
に
テ
ロ
リ
ス
ト

を
入
れ
な
い
。「
私
た
ち
の
町
に

拠
点
を
つ
く
ら
せ
な
い
。」「
私
た

ち
の
町
で
テ
ロ
を
起
こ
さ
せ
な

　
　
　

 

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

 

開
催
に
つ
い
て

９
月
は
、「
国
際
テ
ロ

の
未
然
防
止
月
間
」

で
す

過激派の「非公然」アジト発見にご協力を！

～過激派の「非公然アジト」ってなに？～

「非公然アジト」とは、過激派の非公然活動家などが、
襲撃の計画を練ったり、武器を作ったりするための「隠
れ家」のことをいいます。
彼らは、私達の周りにどこにでもあるようなアパー

ト・マンションの一室や借家などで善良な市民を装い
ながら生活しています。

～非公然アジト発見のポイント～

□単身又は夫婦だけのはずなのに、多数の人が出入
りしている

□早朝・深夜など人目が無くなってから外出している
□部屋の出入りの際、周囲を異常に気にしている
□部屋の中から薬品の臭いや金属音が聞こえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

海南警察署　℡ ０７３ ‐ ４８２ ‐ ０１１０

★
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部   

有
田
募
集
案
内
所

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１ 

E-M
A
IL:recruitl-w

akayam
a@
 

pco.m
od.go.jp

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ　

募集種目 受付締切等 応募資格（年齢・学歴）
自 衛 官 候 補 生（ 男 子 ） 随時受付 18 歳以上 27 歳未満
自 衛 官 候 補 生（ 女 子 ） ９月　９日 ( 火 ) 18 歳以上 27 歳未満
一 般 曹 候 補 生 ９月　９日 ( 火 ) 18 歳以上 27 歳未満
航 空 学 生 ９月　９日 ( 火 ) 高卒（見込含）21 歳未満
防衛大学校学生（一般・前期） ９月 30 日 ( 火 ) 高卒（見込含）21 歳未満
防衛医科大学校医学科学生 ９月 30 日 ( 火 ) 高卒（見込含）21 歳未満
防衛医科大学校看護学科学生 ９月 30 日 ( 火 ) 高卒（見込含）21 歳未満
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
展
示
会　

【
一
般
】　

中
央
公
民
館

【
児
童
・
生
徒
】　

文
化
セ
ン
タ
ー

○
11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

○
11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　

9
時
～
16
時

※
児
童
・
生
徒
作
品
は
17
時
ま
で

展
示

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋　

画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
ま
で

・
写　

真　

半
切
、
全
紙

・
書　

道　

条
幅（
床
掛
軸
以
内
、

屏
風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま

で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類
（
大

き
い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
）

○
申
し
込
み
９
月
24
日（
水
）ま
で

■
児
童
・
生
徒
発
表
会

　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
１
日
（
土
）

　

13
時
～
16
時
頃

■
芸
能
大
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
２
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時
頃

○
申
し
込
み
９
月
24
日（
水
）ま
で

紀
美
野
町
文
化
祭
・
出
品
出
演
募
集

第
９
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

第
９
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
参
加
者
募
集

■
日
時　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

９
時
～
13
時
頃

■
種
目　

【
ス
ポ
ー
ツ
公
園
】

・
ペ
タ
ン
ク

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

・
陸
上
競
技

・
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

【
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
】

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

■
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
小
学
生

以
上
の
方
及
び
、
町
社
会
体
育

登
録
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
団

体
の
構
成
員

■
申
し
込
み　

９
月
24
日
（
水
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
ま
た
は

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
中

央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

農
村
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
置
い
て
い
る
開
催
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

９
月
の
天
文
教
室
「
お
月

見
の
会
・
十
五
夜
イ
ブ
」

■
日
時　

９
月
７
日
（
日
）　

　
　
　
　

18
時
～
20
時
30
分

　
（
受
付
17
時
30
分
～
20
時
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
申
し
込
み　

当
日
現
場
に
て

■
参
加
費　

３
０
０
円
程
度

　
（
抹
茶
・
お
茶
菓
子
代
）

■
協
力　

き
み
の
茶
道
ク
ラ
ブ

■
内
容　

茶
席
、
コ
ン
サ
ー
ト
、 

月
の
お
話
、
望
遠
鏡
で
の
観
望

■
概
要　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は

９
月
８
日
（
月
）
。
天
文
台
で

は
前
日
の
晩
に
「
お
月
見
の

会
」
を
行
い
ま
す
。
十
五
夜
イ

ブ
の
お
月
様
を
見
上
げ
、
お
茶

の
香
り
や
心
地
よ
い
音
楽
と
と

も
に
、
月
の
明
か
り
で
癒
さ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
茶
席

《
中
央
公
民
館
》

○
11
月
１
日（
土
）・
３
日（
月
・
祝
）

　

10
時
～
15
時
頃

《
文
化
セ
ン
タ
ー
》

○
11
月
２
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時
頃

　
（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ

※
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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紀
の
国
わ
か
や
ま
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ　
　

国
体
開
催
記
念
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
選
手
募
集

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
緑
で
空
気
の

美
味
し
い
大
自
然
の
な
か
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

受
付　
　

８
時
30
分

開
会
式　

９
時

■
場
所　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

和
歌
山
県
在
住
の

中
学
生
以
上　

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
含
む
）
申
し
込
み
時

に
納
金

■
申
し
込
み　

10
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル

フ
協
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）へ

※
定
員
数
１
５
０
名
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

・
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
お
持
ち
の
方

　

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
大
会
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
応

急
手
当
以
外
一
切
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

・
荒
天
時
の
態
度
決
定
は
６
時
30

分
で
す
。
（
小
雨
決
行
）

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

＊
当
日
の
問
い
合
わ
せ　

　
（
℡
４
９
５
‐
３
２
１
２
） 

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

12
月
14
日
（
日
）
９
時
～
正
午

に
、
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
で
「
第

９
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来

ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、各
種
案
内
、

安
全
管
理
な
ど
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

真
国
サ
ウ
ン
ド
・
デ
イ

「
音
楽
を
生
み
出
し
、
地
元
で

発
表
す
る
場
を
創
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
音
楽
を
愛
す
る
気
持
ち
を
も

つ
出
演
者
を
招
き
、
年
代
を
こ
え

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
７
日
（
日
） 

14
時
～
（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校　

特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ

■
内
容　

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

■
料
金　

入
場
無
料

■
送
迎　

岩
出
駅
12
時
50
分

貴
志
駅
13
時
10
分
（
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校

（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

３
日　

月
見
団
子

つ
く
り

10
日　

か
わ
い
い
く
す
玉
作
り

17
日　

お
は
な
し
会

24
日　

地
図
パ
ズ
ル
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

お
は
な
し
会

10
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

17
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う

24
日　

オ
セ
ロ
・
ト
ラ
ン
プ
・

将
棋
を
し
よ
う

じ
ど
う
か
ん
「
綿
花
か
ら
の

糸
つ
む
ぎ
＆
さ
お
り
織
り
」

■
日
時　

９
月
20
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
14
時

　
　
　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　

14
時
～
16
時

綿
花
か
ら
の
糸
つ
む
ぎ
＆

さ
お
り
織
り

　

（
講
師 

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
和
歌
山
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象　

保
育
園
児
、
小
学
生

※
先
着
30
名

※
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と
参

加
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費　

２
０
０
円

　

（
さ
お
り
織
り
材
料
費
）

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
そ
の
他　

お
や
つ
（
と
う
ふ
ド

ー
ナ
ツ
）
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

９
月
12
日
（
金
）

　

ま
で
に
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

【
４
０
０
冊
】

九
十
九
ば
に
ら（
下
小
３
年
）

■
図
書
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

図
書
室
に
蔵
書
し
て
ほ
し
い
図

書
を
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

希
望
図
書
は
、
図
書
室
カ
ウ
ン

タ
ー
に
あ
る
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

購
入
を
検
討
す
る
ほ
か
、
県
立

図
書
館
や
町
内
図
書
室
か
ら
取
り

寄
せ
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
ご
提

供
し
ま
す
。
但
し
、
購
入
を
お
約

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
山
女
日
記
」　

湊
か
な
え
・
著

「
銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス
」
池
井
戸
潤
・
著

「
論
語
エ
ッ
セ
イ　

品
格
が
磨
か

れ
る
」　
　
　

野
村
茂
夫
･
監
修

「
と
ん
だ
、
と
べ
た
、
ま
た
と
べ

た
！
」　
　
　
　
　

森
山
京
･
作

「
牛
乳
パ
ッ
ク
＆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

kids　

工
作
図
鑑
」立

花
愛
子
･
著

「
子
供
の
生
活
習
慣
を
考
え
る
絵

本
」　
　
　
　
　

高
橋
秀
雄
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
決
断
」　
　
　

小
杉
健
治
・
著

「
日
本
橋
本
石
町
や
さ
ぐ
れ
長
屋
」

宇
江
佐
真
理
・
著

「
塩
レ
モ
ン
・
塩
ゆ
ず
レ
シ
ピ
」

高
橋
雅
子
・
著

「
全
国
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
道
の
駅
ガ
イ

ド
」　
　
　
　
　
　
　
　

昭
文
社

「
す
ず
む
し
」　
　

黒
井
健
・
著

「
は
の
は
の
は
な
し
」
山
本
孝
・
著

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

瀬
畑
佑
香
（
第
一
保
）

新
家
煌
史
（
神
野
保
）

【
２
０
０
冊
】

田
渕
和
香
奈
（
野
小
３
年
）

ふれあいサロン展示
（中央公民館２階）
　山百合俳句会の皆さ
んの作品です。１０月
中頃まで展示していま
すので、ぜひ見に来て
ください。
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平
成　

年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

夏
大
会
結
果

７
月
26
日
（
土
）
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、

１
２
１
名
の
参
加
で
夏
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
き
大
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
西　

勤
（
海
南
市
）
101

準
優
勝　

木
村　

勲
（
和
歌
山
市
）
104

３　

位　

中
野
弘
幸
（
海
南
市
）
107

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

松
本
春
子
（
岸
和
田
市
）
118

準
優
勝　

楠
根
ツ
ヤ
子
（
岩
出
市
）
120

３　

位　

花
田
洋
子
（
紀
美
野
町
）
120

第　

回
毎
日
新
聞
社
杯
争
奪
大

会
結
果

７
月
26
日
（
土
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
と
下
神
野
小
学
校
体
育
館

で
開
催
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
結
果
は
、
12
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
１
位
リ
ー
グ
で
田
中
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し

た
。ま

た
、
７
月
27
日
（
日
）
ス
ポ

ー
ツ
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
開

催
し
た
野
球
大
会
（
Ａ
級
）
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
優　

勝
）
中
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
準
優
勝
）
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
３　

位
）
北
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
九
十
八

「
長
谷
宮
（
は
せ
宮
）
地
域
の
道

路
と
交
通
」
そ
の
二

７
月
号
で
長
谷
宮
を
中
心
に
紹

介
し
た
古
道
に
つ
い
て
少
し
詳
し

く
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
へ
の
交
通
は
、
山
な
み
を
越

え
て
、
紀
の
川
筋
に
出
て
い
く
道

が
生
活
道
路
と
し
て
最
も
大
切
で

し
た
。
土
地
の
産
物
は
市
場
へ
の

最
短
コ
ー
ス
で
あ
る
麻お

生う

津づ

街
道

を
枯か

れ

松ま
つ

山や
ま

（
高
低
６
０
０
間
と
あ

る
）
を
越
え
て
渋
田
へ
、
渋
田
か

ら
紀
の
川
を
川
船
（
後
に
汽
車
）

で
和
歌
山
市
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

生
活
必
需
品
は
逆
の
ル
ー
ト
で
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
又
当
時
、
長

谷
毛
原
は
那
賀
郡
に
属
し
て
い
た

の
で
、
郡
役
所
の
あ
っ
た
岩
出
町

へ
の
行
き
来
は
、
山
本
谷
か
ら
細

野
へ
通
じ
る
細
野
道
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

西
へ
の
交
通
は
、
高
城
谷
か
ら

勝
谷
峠
へ
登
り
界
西
、
谷
村
の
せ

と
、
明
添
の
奥
、
津
川
谷
を
へ
て
、

下
神
野
へ
の
道
は
、
野
上
、
海
南

方
面
へ
使
わ
れ
、
和
歌
山
方
面
へ

は
、
勝
谷
谷
か
ら
円
明
寺
、
真
国
、

野
上
の
長
谷
（
な
が
た
に
）
へ
出

る
の
が
普
通
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

道
は
、
海
南
、
和
歌
山
方
面
か
ら

高
野
山
へ
参
る
た
め
の
近
道
と
し

て
多
く
利
用
さ
れ
、
長
谷
が
徒
歩

一
日
の
里
程
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
旅
人
の
宿
場
と
し
て
栄

え
た
わ
け
で
旅
人
宿
14
軒
と
い
う

こ
と
も
、
こ
れ
で
よ
く
わ
か
り
ま

す
。南

へ
の
交
通
は
、
花
園
村
、

清
水
町
方
面
で
標
高
８
０
０
～

９
０
０
ｍ
の
長
嶺
山
脈
を
越
え
る

峠
道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
道
は

２
つ
あ
り
、
谷
口
か
ら
狼
谷
を
経

て
花
園
村
有
中
、
臼
谷
の
コ
ー
ス

と
柳
生
谷
よ
り
登
る
梁や

な
せ
み
ち

瀬
道
で
し

た
。
梁
瀬
道
は
、
頂
上
の
地
蔵
峠

で
毛
原
宮
か
ら
名
村
を
通
っ
て
来

た
道
と
合
流
し
、
臼
谷
か
、
又
は

横
谷
を
下
っ
て
有
田
川
流
域
に
出

て
行
く
も
の
で
、
生
活
物
資
と
産

物
の
輸
送
路
と
し
て
重
要
な
ル
ー

ト
で
し
た
。

東
へ
の
交
通
は
、
新
城
、
花
坂

を
へ
て
、
高
野
山
大
門
に
至
る
高

野
街
道
が
中
心
で
す
。
古
来
、
当

地
は
高
野
山
領
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
道
は
年
貢
米
の
俵
を
積
ん
だ

馬
や
、
修
業
僧
や
参
詣
人
、
駕
籠

に
乗
っ
た
役
僧
な
ど
が
往
来
す
る

に
ぎ
や
か
な
道
で
し
た
。

次
回
の
11
月
号
で
道
路
整
備
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ー　わが町サークル　ー
「読み聞かせの会「てぶくろ」」

子ども達の本離れが話題になって久しいです。で
も、子ども達は本にふれる「場」と「機会」さえあ
れば「本と友だち」になれます。
読み聞かせの会「てぶくろ」は、「子ども達に本
と親しんでもらいたい」との願いで、２１年前か
ら、月１回、絵本の読み聞かせや紙芝居、朗読、語
りの勉強を続けています。また紀美野町に伝わる昔
話の語りにも取り組みたいと考えています。これか
らもサークル員が仲良く楽しみながら活動していき
たいです。
～お願い～紀美野町の昔話をご存じの方は、是非
お教えください!!

■日時　毎月第３土曜日　
　　　　１４時～１６時
■場所　中央公民館控室

26

35

上位入賞者の皆さん
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  学校だより
　『地域の方と共に !!』
	 紀美野町立下神野小学校

本校では、地域社会との連携・協力のもと、多く
の方々にお願いして、７２名の子どもたちの学びの
場に関わってもらってい
ます。
高学年の家庭科で、地
域の共育ボランティアの
支援による調理や裁縫の
実習。県動物愛護セン
ターの方を招き、動物を
通して命の大切さや他者
との関わりを学ぶ動物愛
護教室「わうくらす」。
伝統文化継承の一つとし
て全学年で実施している
茶道教室。他にも警察署や役場、農協の方々にもお
世話になっています。
これからも多くの方々の協力を得て、多様な体験
的な学習活動の場をつくっていきたいと考えていま
す。
子どもたちの個性を尊重し、生き生きと学べる場

を設定し、社会
の形成者として
の必要な資質・
能力を身につけ
させていきたい
と思います。

歌
　
の
　
小
　
道

先
生
も
生
徒
も
入
り
て
大
浮
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

浮
石
に
罰
点
つ
け
て
登
山
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

今
は
無
き
店
の
名
の
あ
る
団う

ち
わ扇

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

筆
先
の
毛
の
整
は
ぬ
溽じ

ょ
く

暑し
ょ

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

登
山
気
分
に
裏
山
の
尾
根
歩
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

オ
ル
ガ
ン
の
音
を
響
か
せ
て
牛
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

登
山
道
小
猿
二
匹
に
会
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

日
雷
置
き
忘
れ
た
る
三
輪
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

腰
抜
け
の
団
扇
の
風
の
弱
々
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

夜
は
闇
を
連
れ
来
て
烏か

ら
す
う
り瓜

の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
裕
任

森
蔭
の
真
紅
の
薔
薇
に
会
い
た
く
て

　
　
　
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
せ
り
ひ
と
え
紅
薔
薇
　
　
竹
本
セ
ツ
子

ね
じ
り
花
芝
生
の
中
に
咲
き
た
け
り

　
　
　
　
亡は

は姑
を
思
え
ば
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

梅
雨
霧
の
ふ
か
き
日
な
れ
ば
音
量
を

　
　
　
　
少
し
く
あ
げ
て
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
ラ
ラ
ラ
　
　
　
山
本
綾
子

梅
雨
さ
め
に
冴
え
て
色
濃
き
竹た

け

叢む
ら

は 

　
　
　
　
浅あ

さ

黄ぎ

に
映
え
て
揺
れ
て
い
る
な
り
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

雲
多
き
梅
雨
の
夜
空
に
半
月
が

　
　
　
　
笠
を
か
ぶ
り
て
峡か

い

を
見
お
ろ
す
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

稜
線
に
夕
陽
の
名
残
り
ま
だ
あ
り
て
　

　
　
　
　
朱
の
色
わ
ず
か
山
の
端は

染
め
る
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

梅
雨
あ
け
て
日
毎
に
伸
び
る
草
の
群
れ

　
　
　
　
草
刈
り
し
た
し
と
し
み
じ
み
思
う
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

車
庫
に
ち
ょ
っ
と
い
っ
ぷ
く
の
暖の

れ
ん簾

掛
け

　
　
　
　
主あ

る
じ

出い

で
来
ぬ
「
へ
い
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
　
　
上
中
前
澄
子

息こ

ら子
三
人
松
竹
梅
の
嫁
三
人
と

　
　
　
　
吾
を
見
守
り
く
る
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
て
　
岩
橋
ユ
リ
子

久
か
た
の
雨
に
ぬ
れ
い
て
紫
陽
花
の

　
　
　
　
葉
陰
に
ひ
と
つ
か
た
つ
む
り
這
う
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

老
い
の
身
を
案
じ
ク
ー
ラ
ー
贈
ら
れ
ぬ

　
　
　
　
赤
子
の
ご
と
く
ま
ど
ろ
む
わ
れ
か
　
　
　
　
　
松
本
久
子

  天文台だより
　『元気いっぱいの観望会』
	 山内　千里（研究員）

夏休みに入ってすぐ、地元の小学校の皆さんに、
天文台の研究員が星の世界を案内しました。
７月22日には毛原小学校全校生徒の皆さんと地
域の方々が参加する宿泊体験イベントが小学校旧校
舎で実施されました。その一部として、地域の共
育ボランティア（友
の会会員）の方と一
緒に、星空の観望会
を行いました。残念
ながら曇り空でした
が、“土星の実験
ショー”などに、ワ
クワクしながら参加
いただきました。

また、７月23日には野上小学校５年生の皆さん
に天文台にお越しいただき、最高の条件のもと、大
型望遠鏡で土星や火星を見ていただきました。細部
がハッキリ見える土星に、先生からも「うわ!!これ
は今までで最高や!!」との声もありました。

この２日間で子ど
も達から元気をいっ
ぱいいただきました。
これからも様々な形
で天文台をご活用く
ださい!

毛原小学校での実験ショー

天文台での野上小学校５年生の皆さん
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“
９
月
９
日
は
救
急
の
日
”

【
救
急
医
療
週
間　

９
月
７
日
～

９
月
13
日
】

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
、
い
か
に
早
く
応
急
手
当
を

行
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
病
人
や

け
が
人
の
命
を
救
う
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

日
頃
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
A

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
身
に
つ

け
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
ち
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限　

９
月
20
日
ま

で
■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

AED（自動体外式除細動器）を用いた救命処置の要領
①呼びかけて反応（意識）を確認する

周囲の安全を確認後、傷病者の耳元

で「大丈夫ですか」または「もしも

し」と大声で呼びかけながら、肩を軽

くたたき、反応があるかないかを見ます。

反応がなければ、大きな声で「誰か来てくださ

い！人が倒れています！」と助けを求めます。協力

者が来たら、「あなたは１１９番へ通

報してください」「あなたはAEDを

持ってきてください」と具体的に依頼

します。

②呼吸の確認

傷病者のそばに座り、10秒以内で傷

病者の胸や腹の上がり下がりをみて、

「普段どおりの呼吸」をしているかど

うかを確認します。

③胸骨圧迫

傷病者に普段どおりの呼吸がないと

判断したら、ただちに胸骨圧迫を開始

し、全身に血液を送ります。

・少なくとも胸が５ｃｍ以上沈み込むまで。

・少なくとも１分間に100回のテンポで。

・30回連続で押し続ける。

胸の真ん中を「強く・速く・絶え間なく」！
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで行う！

④胸骨圧迫が終わったら気道確保をして人工呼吸

気道確保は、片手を額に当て、もう一方の手の人

差し指と中指の２本をあご先に当てて頭を後ろにの

けぞらせ、あご先を上げます。

気道確保後、口を大きく開けて傷病

者の口を覆い、空気が漏れないように

して、1秒かけて、胸の上がりが見える

程度の量を2回吹き込みます。

※人工呼吸が出来ない場合は（ためらわれる場合）

省略できます。

胸骨圧迫30回と人工呼吸2回を繰り返して行いま

す。

⑤AEDが到着したら電源を入れる

※ふたを開けると自動的に電源が入る

機種もあります。

⑥電極パッドを胸に貼る

電極パッドを貼る位置は電極パッド

に書かれた絵のとおりに、また皮膚に

しっかりと貼ります。体が汗などで濡

れていたらタオルで拭き取ってください。

※乳児・小児にもAEDを使用できます。

乳児：1歳未満　

乳児・小児には小児用電極パッドを使います。

貼る位置は、電極パッドに表示されている絵に従

います。

もし小児用電極パッドがない場合は、成人用電極

パッドを使用します。

⑦電気ショックの必要性をAEDが判断する

心電図解析中は傷病者に触れ

てはいけません。

⑧ショックボタンを押す

誰も傷病者に触れていないことを

確認したら、点滅しているショック

ボタンを押します。

以後は、AEDの音声メッセージに従います。

心肺蘇生法とAEDの手順は、救急隊に引き継ぐ

か、何らかの応答や目的のある仕草（例えば嫌がる

等の体動）が出現したり、普段どおりの息が出現す

るまで続けます。

※解析の結果、AEDが傷病者に対し電気ショック

が不要と判断した場合、「電気ショックは不要で

す。胸骨圧迫と人工呼吸を行ってください。」等

のガイダンスが流れますので、ガイダンスに従い

胸骨圧迫と人工呼吸を行ってください。

●子どもに対する心肺蘇生法

小児は成人と同じ心肺蘇生法を行ってください。

乳児に対する心肺蘇生は、基本的に成人と同じで

すが、年齢による生理的な違いや体格の違いから、

多少手技の違いはあります。

・気道確保・・乳児の首は柔らかいので、後方に傾け

けすぎないようにします。

・人工呼吸・・肺容量が少ないので、胸を見て、吹き

込み過ぎないようにします。

・胸骨圧迫・・乳児は、2本の指で胸の厚さの約⅓を

目安にしっかりと押します。

圧迫のテンポは成人と同じ速さです。

７月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 32（　） 32（　）
一 般 負 傷 ５（　） ５（　）
交 通 事 故 ４（　） ４（　）

７（　） ７（　）そ の 他
合 計 48（　） 48（　）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
10
月
５
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」



2014.915

暑さ厳しいですが、暦の上ではもう秋。
秋の行事の一つにお月見があります。お月見の夜は、空

が澄み渡り、少し肌寒さも感じましたが、今年の中秋の名
月は９月８日となっており、まだ暑さが感じられる観月と
なりそうです。尚、今年から数年間、中秋の名月は完全な
満月ではなく、ほんの少しだけ欠けた名月になるようで
す。

今年のお月見は、簡単に作れるお団子で中秋の名月を楽
しんでみませんか。
じゃが芋のみたらし団子

（材料）４人分　　
　　じゃが芋　３００ｇ　・　片栗粉　１００ｇ　・　

　　　塩　適宜
　　お団子のあん　　　砂糖　　　大さじ４
　　　　　　　　　　　醤油　　　大さじ２
　　　　　　　　　　　水　　　　５０ｃｃ
　　　　　　　　　　　水溶き片栗粉　　適宜

（作り方）
１、じゃが芋は塩を入れて茹で、熱いうちにつぶす。
２、片栗粉を加えてよくこね、直径３㎝くらいの棒状

にまとめる。
３、（２）を端から一口大に切り、形を整え、沸騰し

たお湯で透き通るまで茹でる（約１０分間）。
４、水につけて粗熱を取り、ざるにあげて水気を切

る。
５、砂糖、醤油、水を合わせて煮立て、水溶き片栗粉

でとろみをつける。
６、（４）に（５）をからませる。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第５１回）

編 集 後 記
高校野球、夏祭り、海水浴など、この夏を楽しめましたか？
長かった子どもたちの夏休みも終わり、今日から新学期です。
また、９月１日は「防災の日」です。当町においても近い将来、南
海・東南海地震の発生が予測されています。災害に備えて、日頃
からしっかり準備をしておきたいものです。
なお、この時期夏の疲れがでる頃でもあります。健康管理には
十分注意をしてお過ごしください。

紀美野町の人口

（平成26年7月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,946人
 …………　男　 4,629人
 …………　女　 5,317人
 …………数帯世 4,521世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

1日（月）11:00 〜 犬・ねこの飼い方講習会【１４日(日)・２８日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

　 3日（水）・18日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

5日（金）19:30 〜 ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習課 489－5915

　 19:00 〜 ホッケー体験教室 スポーツ公園 生涯学習課 489－5915

6日（土）13:00 〜 敬老会(旧美里町地区) 文化センター 保健福祉課 489－9960

　〃 18:30 〜 町民癒しのコンサート 文化センター 中央公民館 489－5915

7日（日）13:00 〜 敬老会(旧野上町地区) 中央公民館 保健福祉課 489－9960

　〃 14:00 〜 りらイベント りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497－9111

　〃 18:00 〜 天文教室【～２０：３０】 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

18日（木）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

20日（土）13:30 ～ じどうかんイベント 中央公民館 青少年センター 489－5909

９月
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恒
例
の
き
み
の
夏
祭
り
が
８
月

15
日
、
木
の
温
も
り
広
場
（
紀
美

野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
開
か

れ
、
町
民
や
帰
省
客
ら
約
１
７
，

０
０
０
人
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。訪

れ
た
人
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
ま

た
、
盆
踊
り
で
は
会
場
中
央
に
設

け
ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
回
り
を
き
み

の
音
頭
や
こ
れ
か
ら
音
頭
な
ど
に

合
わ
せ
て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
た

ち
ま
で
元
気
に
踊
っ
て
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
夜
店
も
あ
り
、

皆
さ
ん
お
盆
の
一
夜
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
た
１
，
５
０
０
発
の
花

火
。
色
鮮
や
か
な
花
火
が
真
夏
の

夜
空
に
咲
き
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

＝
き
み
の
夏
祭
り

実
行
委
員
会
よ
り
＝

夏
祭
り
に
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
陰
様
で
心
配
し

た
天
候
も
祭
り
日
和

に
な
り
、
何
の
事
故

も
な
く
好
評
の
内
に

終
了
で
き
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
、
海
南
警

察
署
、
紀
美
野
町
消

防
団
第
11
、
13
、

14
、
15
、
16
分
団
、

交
通
指
導
員
、
関
係

各
団
体
の
方
々
に
は

特
別
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋の全国交通安全運動
期間　９月21日（日）～ 30日（火）

平成26年度交通安全年間
スローガン佳作

～キラリと光る反射材
　　命を守る光だよ～

運動重点
①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交
通事故防止
（特に、反射材用品等の着用の推進及び自転
車前照灯の点灯の徹底）
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

臨時福祉給付金のご案内
申請のお済みでない方は、早め目に手続きをお願いし
ます。
対象者は、次の条件に該当される方です。
○平成26年１月１日紀美野町に住民票がある方
○平成26年度住民税が課せられてない方
○扶養（子ども）にされている方も非課税の方
受付期間は、１０月１日まで。
受付場所は、住民課・保健福祉課（総合福祉センター内）
美里支所住民室。
申請に必要なもの　印鑑・世帯主本人確認書類（保険証
等）・振込先の通帳。
■問い合わせ　保健福祉課　☎４８９－９９６０

広　告

観客を魅了 !!

“紀美野の夜”を
　　　　彩る大輪の花火
第９回きみの夏祭り 観客を魅了 !!

“紀美野の夜”を
　　　　彩る大輪の花火
第９回きみの夏祭り


